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第60回JATA定時総会

価
値
創
造
産
業
へ
の
決
意
新
た
に

業
界
あ
げ
て
の
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
震
災
復
興
を

　

J
A
T
A
は
6
月
20
日
、東
京・大
手
町
の

経
団
連
会
館
で
第
60
回
定
時
総
会
を
開
催
し
、

2
0
1
5
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、

役
員
選
任
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、2
0
1
6
年

度
事
業
計
画
な
ど
に
つい
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
田
川
会
長
は
開
会
宣
言
で
今
年
4
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
言
及
し
、J
A
T
A
と
し
て
現

地
の
宿
泊
関
連
情
報
な
ど
正
確
な
情
報
提
供
を

行
う一方
、義
捐
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
上
で
、「
い
よ

い
よ『
観
光
に
よ
る
復
興
』の
段
階
に
入
っ
た
」と

の
認
識
を
示
し
、〝
旅
で
応
援
、い
こ
う
よ
九
州
〞

と
い
う
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
で
観
光
業
界
を

あ
げ
て
の
キ
ャンペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、「
私
た
ち
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る『
送
客
』

を
通
じ
て
観
光
に
よ
る
復
興
支
援
を
な
し
と
げ

た
い
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
長
メッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、田
川
会
長
は
旅

行
会
社
を
対
象
と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よって
情

報
漏
洩
が
生
じ
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
情
報
社
会
に
生

き
る
旅
行
業
界
と
し
て
I
T
セ
キュリ
テ
ィ
ー
に
しっ

か
り
取
り
組
む
と
い
う
方
針
を
J
A
T
A
も
持
つ

必
要
が
あ
る
」と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
田
川
会
長
は
同
時
に
、世
界
の
観
光
革
命
や
技

術
革
命
に
よって
、旅
行
業
界
の
経
営
環
境
が
大
き

く
変
わって
き
て
い
る
今
、改
め
て
、旅
行
会
社
の
価

値
を
考
え
る
べ
き
時
だ
と
指
摘
し
、「
年
初
か
ら
掲

げ
て
き
て
い
る『
海
外
旅
行
の
復
活
』の
た
め
に
も
、

私
た
ち
の
力
の
原
点
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
大
切

だ
」と
強
調
。「
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、新
た
な

市
場
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
前
向
き
に
捉
え
、価
値
創

造
産
業
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え
ま

し
た
。

　
田
川
会
長
は
、旅
行
会
社
の
力
の
原
点
で
あ
る

『
企
画
力
』『
斡
旋
力
』『
添
乗
力
』の
三
つ
を
活

か
し
、「
海
外
旅
行
の
需
要
創
造
、国
内
の
地
方

創
生
、訪
日
旅
行
の
仕
組
み
づ
く
り
、安
全
な
旅

の
実
現
な
ど
価
値
創
造
産
業
を
目
指
す
た
め
の

田川会長「私たちの力の原点の再認識を」

田村長官「海外・国内・訪日で魅力ある商品を」

石井大臣「1日も早い復旧・復興へ全力尽くす」

菅官房長官「2020年に向けて旅行業界も協力を」二階俊博会長「被災地を訪ね観光の重要性を再認識した」

田
村
観
光
庁
長
官
「
大
胆
な
政
策
を
進
め
る
好
機
」

　

来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
観
光
庁
の
田
村
明
比

古
長
官
は
、「
2
0
0
3
年
の
ビ
ジッ
ト・ジ
ャパン・

キ
ャ
ンペ
ー
ン
開
始
、2
0
0
6
年
の
観
光
立
国

推
進
基
本
法
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
設
置
な

ど
を
経
て
、観
光
行
政
や
観
光
業
界
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、他
業
界
や
広
く
国
民
に
も
観
光
への
関

心
が
広
がっ
た
今
こ
そ
、大
胆
な
政
策
を
進
め
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
認
識
を
示
し
、訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
2
0
0
0
万
人
が
ほ
ぼ
達
成
さ

れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
今
年
3
月
に「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジョン
」が
策
定
さ
れ
た
こ
と
の

意
義
を
強
調
。「
人
数
に
加
え
消
費
額
な
ど
も
含

制
度
構
築
や
運
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」と
結

ん
で
い
ま
す
。



　
２
０
１
６
年
度
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
が
６
月
20
日
、

東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
に
は
、主
に
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
委
員

会
や
支
部
活
動
に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す

る「
功
績
表
彰
」と
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
正
会
員
会
社
に
お
い

て
35
年
以
上
永
年
従
事
さ
れ
た
方
、ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

正
会
員
の
事
業
所
等
で
旅
行
業
務
に
15
年
以
上
従
事

し
、添
乗
の
総
日
数
が
２
５
０
０
日
以
上
の
方
を
表
彰

す
る「
永
年
勤
続
表
彰
」が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
、理
事

会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、左
記
の
通
り
、「
功
績
表
彰
」で
４
人
、

「
永
年
勤
続
表
彰
」で
10
人
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

〈
功
績
表
彰
〉

※

氏
名（
敬
称
略
）／
所
属
会
社

木
村
英
樹
／
京
王
観
光

谷
口
哲
也
／
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
北
海
道

中
田
修
樹
／
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

落
合
周
次
／
日
本
旅
行
北
海
道

〈
永
年
勤
続
表
彰
〉

※

氏
名（
敬
称
略
）／
所
属
会
社

吉
田
博
行
／
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
　
金
城
繁
男
／
沖

縄
ツ
ー
リ
ス
ト
　
飯
井
章
弘
／
小
田
急
ト
ラ
ベ
ル
　

美
濃
川
勝
好
／
小
田
急
ト
ラ
ベ
ル
　
青
木
志
郎
／

日
本
旅
行
　
今
井
明
美
／
日
本
旅
行
　
新
木
孝

信
／
ビ
ー
エ
ス
観
光
　
近
藤
泰
弘
／
Ｐ
Ｔ
Ｓ
　
篠

原
克
三
／
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス
　
小
倉
登
美

子
／
共
立
観
光

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
に
14
人
の
皆
さ
ん

め
た
新
た
な
目
標
値
が
設
定
さ
れ
、『
観
光
先
進

国
』の
実
現
に
向
け
て
各
省
庁
も
思
い
切
っ
た
施

策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、若
者
に
よ
る
海
外
旅
行

を
促
進
す
る
取
り
組
み
も
盛
り
込
ま
れ
た
」と

説
明
し
、「
観
光
ビ
ジョン
の
推
進
と
加
速
に
向
け

て
、旅
行
業
界
の
皆
さ
ん
に
も
海
外・国
内・訪
日

の
各
分
野
で
魅
力
あ
る
商
品
の
企
画・開
発
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
九
州
の
観
光
復
興
に
向
け
て
は「
割
引
付
き
旅

行
プ
ラ
ン
助
成
制
度
」を
創
設
し
、補
正
予
算
か

ら
1
8
0
億
円
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
国

内
外
に
向
け
た
集
中
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
と
合

わ
せ
て
、九
州
への
旅
行
需
要
の
回
復
を
力
強
く

支
援
し
て
い
く
」考
え
を
示
し
、「
旅
行
会
社
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
る
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

石
井
国
土
交
通
大
臣
、菅
内
閣
官
房

長
官
、二
階
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
長
も
登
壇

　

定
時
総
会
後

の
懇
親
会
で
は
、

石
井
啓
一国
土
交

通
大
臣
が
、熊
本

地
震
後
に
お
け
る
九
州
の
観
光
復
興
に
向
け
て

総
合
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
政
府一丸
と
なって
決
定

し
た
こ
と
に
言
及
し
、「一日
も
早
い
復
旧・復
興
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
す
」方
針
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

　

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
は
、安
倍
内
閣
が
発

足
直
後
か
ら
訪
日
外
国
人
需
要
の
拡
大
を
後
押

し
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
。2
0
2
0
年
に
お

け
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
4
0
0
0
万
人
と
訪

日
外
国
人
旅
行
消
費
額
8
兆
円
と
い
う
新
た
な

目
標
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
旅
行
業
界
に

も
実
現
に
向
け
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。ま
た
、全
国
旅
行
業
協
会
の
二

階
俊
博
会
長
は
懇
親
会
で
、「
自
民
党
の
総
務
会

長
と
し
て
熊
本
と
大
分
を
訪
れ
た
際
、異
口
同
音

に
観
光
復
興
への
強
い
要
請
を
受
け
、観
光
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
5
0
0
人
超
え

る
関
係
者
が
参
集

　

経
団
連
会
館
で
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
後
の

懇
親
会
に
は
、ス
ロ
ヴェニ
ア
の
シ
モ
ナ・レ
ス
コ
ヴ
ァ

ル
駐
日
大
使

を
は
じ
め
と

す
る
各
国
の

大
使
14
人
な

ど
大
使
館
関

係
者
60
人
や
、

5
人
の
国
会

議
員
を
含
む

議
員
関
係
者

20
人
、官
庁
関
係
者
20
人
、会
員
1
5
0
人
、航

空
会
社
や
観
光
局
、関
係
団
体
な
ど
の
関
係
者

2
8
0
人
、合
計
5
3
0
人
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
ス
ロ
ヴェニ
ア
の
レ
ス
コ
ヴ
ァル
大

使
は
、「
ま
だ
誕
生
し
て
25
年
と
い
う
若
い
国
で

す
が
、ス
ロ
ヴ
ェニ
ア
と
日
本
の
観
光
関
係
は
大
い

に
発
展
の
余
地
が
あ
り
、今
年
夏
に
は
初
め
て

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
ス
ロ
ヴ
ェニ
ア
に
運
航
さ
れ
ま

す
」と
語
り
、国
土
の
6
割
が
森
林
で
覆
わ
れ「
緑

の
宝
石
」の
異
名
も
持
つ
同
国
を
訪
れ
る
日
本
人

旅
行
者
の
増
加
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

第 60回 JATA 定時総会には 125 社が出席。委任状提出の 804 社と合わせ、
6月 20日現在の正会員 1166社中 929社の出席により、総会が成立しました

レスコヴァル大使「日本から初めてのチャーター便も」

各国からの多彩な参加者が懇親会を盛り上げました

乾杯の音頭をとった日本観光振興協会の久保成人理事長

　

第
60
回
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
定
時

総
会
で
、
退

任
し
た
中
村

達
朗
理
事
長

に
代
わ
る
新

理
事
長
と
し

て
志
村
格
氏
が
臨
時
理
事
会
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
志
村
氏
は
観
光
庁
元
次
長
で
、

今
年
3
月
ま
で
新
関
西
国
際
空
港
常
務
取

締
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

新
理
事
長
に
志
村
格
氏



九州観光復興へ
現地視察＆ボランティア活動

熊
本
・
大
分
両
県
で
関
係
者
と
意
見
交
換

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
内
旅
行
推
進
委
員
会
が
現
地
を
視
察

　

J
A
T
A
国
内
旅
行
推
進
委
員
会
は
6
月

6
日
と
7
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、熊
本
地
震

か
ら
の
復
興
を
目
指
す
熊
本
県
と
大
分
県
の
観

光
地
な
ど
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。同

委
員
会
の
池
田
浩
副
委
員
長（
J
T
B
首
都
圏

代
表
取
締
役
社
長
）を
団
長
と
す
る
視
察
団
に

は
、J
T
B
首
都
圏
、A
N
A
セ
ー
ル
ス
、K
N
T

│
C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、京
王
観
光
、ジェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、J
T
B
国
内
旅
行
企
画
、ジ
ャルパッ

ク
、西
鉄
旅
行
、日
通
旅
行
、日
本
旅
行
、農
協
観

光
、阪
急
交
通
社
の
旅
行
会
社
12
社
の
企
画
担

当
者
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
団
は
、南
阿
蘇
周
辺
や
内
牧
温
泉
、黒
川

温
泉
周
辺
、湯
布
院
な
ど
を
回
り
、熊
本
県
と
大

分
県
の
観
光
協
会
関
係
者
と
の
意
見
交
換
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、自
治
体
側
か
ら「
傷
ん
で

い
な
い
元
気
な
と
こ
ろ
、傷
ん
で
い
て
も
す
ぐ
に
立

ち
直って
駆
け
だ
そ
う
と
頑
張って
い
る
と
こ
ろ
を

全
国
の
皆
さ
ん
に
情
報
発
信
し
て
欲
し
い
」「『
旅

で
応
援
』が一番
の
カ
ン
フ
ル
剤
で
あ
り
、そ
れ
に

よって
地
域
が
元
気
に
な
る
」「
口
コ
ミ
で
正
し
い

状
況
を
伝
え
て
ほ
し
い
」と
いった
意
見
が
出
た
ほ

か
、黒
川
温
泉
と
湯
布
院
温
泉
の
コ
ラ
ボ
企
画
が

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
、旅
行

会
社
への
支
援
要
請
も
あ
り
ま
し
た
。

　

旅
行
会
社
側
か
ら
は
、「
最
新
道
路
情
報（
迂

回
情
報
）を一元
化
し
て
発
信
し
て
ほ
し
い
」「
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
福
岡
を
は
じ
め
、九

州
各
地
か
ら
熊
本・大
分
への
交
通
情
報
が
必
要
」

「
広
域
連
携
に
よ
り
迂
回
路
を
利
用
し
た
観
光

モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル

し
て
ほ
し
い
」と
いった
要
望
を
伝
え
る
と
同
時
に
、

「
直
近
の
送
客
だ
け
で
な
く
、10
年
、20
年
と
長

い
ス
パン
で
支
援
し
た
い
」考
え
な
ど
も
説
明
し
て

い
ま
す
。

熊
本
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

九
州
各
地
と
全
国
か
ら
約
3
3
0
人
が
参
加

　

J
A
T
A
は
5
月
28
日
、九
州
各
地
と
全
国

か
ら
会
員
旅
行
会
社
の
社
員
な
ど
約
3
3
0
人

の
参
加
に
よ
り
、「
J
A
T
A
熊
本
地
震
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
岡
、大
分
、宮
崎
、鹿
児
島
、佐
賀
、長
崎
の

九
州
6
地
区
か
ら
参
加
し
た
約
2
8
0
人
と
全

国
か
ら
参
加
し
た
約
50
人
は
、熊
本
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
東
区
サ
テ
ラ
イ
ト
、南
区
サ

テ
ラ
イ
ト
、御
船
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
3
カ
所
に
集
結
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
担

当
者
か
ら
説
明
や
指
示
を
受
け
た
後
、被
災
し
た

熊
本
市
内
の
民
家
な
ど
を
中
心
に
片
付
け
作
業

や
粗
大
ゴ
ミ
の
搬
出
作
業
と
いった
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行って
い
ま
す
。

　
ま
た
、北
九
州
地
区
が
5
月
22
日
、熊
本
地
区

と
福
岡
地
区（
2
回
目
）が
6
月
4
日
に
、そ
れ
ぞ

れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
って
お
り
、3
地
区

合
計
で
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

バスの車内から窓越しに被災状況を視察

視察先で地元メディアなどの取材に応じる池田浩視察団長

熊本での意見交換会には県の観光経済交流局長も出席

ボランティアセンターで要請内容につ
いて説明を受け（右下）、必要な道具
などを持って現場へ（左上）。被災し
た家屋の前に並べられた廃棄物などを
所定の場所まで搬出する作業を行いま
した（左下）。
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田
川
会
長
と
越
智
事
務
局
長
が
登
壇

 
観
光
庁
と
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
共
催

「
観
光
と
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
」

第
１
回
世
界
観
光
開
発
会
議
開
催

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

本部支部活動報告／奈良会議
　

観
光
庁
が
6
月
2
日
、国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）と
の
共
催
に
よ
り
奈
良
で
開

い
た「
観
光
と
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
」で
、

J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
と
越
智
良
典
事
務

局
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、日
本
が
昨
年
9
月
の

U
N
W
T
O
年
次
総
会
で
U
N
W
T
O
理
事
国

と
な
って
か
ら
初
め
て
日
本
で
開
か
れ
た
本
格
的

な
国
際
会
議
で
、海
外
25
カ
国
を
含
む
、国
内
外

よ
り
4
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。6
月
3
日
に

開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
合
同
会
議
」

と
合
わ
せ
て
、2
日
間
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
交
通
技
術
や
観
光
関
連
の
I
T
技
術

な
ど
の
最
先
端
技
術
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、同
分
野
に
お
け
る
異
業
種
間
の
取
り
組

み
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、技
術
革
新
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
が
議
論
さ
れ
た「
観

光
と
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
」で
は
、田
川
会

長
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
や
海
外
で
の

各
種
国
際
会
議
な
ど
U
N
W
T
O
と
様
々
な
形

で
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
ほ
か
、人
的
交
流
の
拡
大
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
旅

行
と
の
関
わ
り
な
ど
につい
て
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、3
つ
の
テ
ー
マ
で
開
か
れ
た
セッ
ション
の

う
ち
、「
観
光
地
に
お
け
る
新
た
な
技
術
利
用
の

可
能
性
と
課
題
」 

を
テ
ーマ
に
掲
げ
た
セッション

2
に
は
、越
智
事
務
局
長
が
登
壇
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
エ
ー
ジェン
ト
〜
日
本
の
旅
行
会
社
が
目
指
す

も
の
」と
題
し
て
講
演
し
た
越
智
事
務
局
長
は
、

ネ
ッ
ト
販
売
と
店
舗
販
売
を
両
立
さ
せ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
事
例
や
、スマ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
活
用
し

た
顧
客
への「
スマ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
提
案
な
ど
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」を
目
指
し
つつ
、そ
の一部
を

実
現
し
て
い
る
日
本
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

3
日
に
開
催
さ
れ
た「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

合
同
会
議
」で
は
、東
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
の
各

国
代
表
、U
N
W
T
O
の
賛
助
会
員
が
参
加
し

て
、様
々
な
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
T
A
は
こ
の
会
議
で
、「
交
流
大
国
」を
掲
げ

て
展
開
し
て
い
る
J
A
T
A
の
活
動
を
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、U
N
W
T
O
は
じ
め

国
内
外
の
観
光
関
係
者
ら
と
交
流
を
深
め
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

JATAと UNWTOの連携などを紹介した田川会長

ネット販売と店舗販売の両立に言及した越智事務局長

　

ま
た
、田
川
会
長
は
5
月
19
日
、中
国・北
京
の

人
民
大
会
堂
で
開
か
れ
た
中
国
政
府
と
国
連
世

界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の
共
催
に
よ
る
第
1

回
世
界
観
光
開
発
会
議
で
講
演
し
、「
交
流
の
力
」

で
相
互
理
解
を
促
進
し
、「
旅
の
力
」で
世
界
平
和

に
貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、昨
年
9
月
に
ニュー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
た
国
連
サ
ミッ
ト
で
、2
0
0
1
年
に
策

定
さ
れ
た
ミ
レニア
ム
開
発
目
標（
M
D
G
s
）に

代
わ
る「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0

ア
ジ
ェン
ダ
」を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

1
0
0
カ
国
以
上
か
ら
約
1
0
0
0
人
が
参

加
。開
会
式
で
登
壇
し
た
中
国
の
李
克
強
首
相

は
、中
国
が
観
光
戦
略
を
強
化
し
て「
観
光
最
強

国
」を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
同
時

に
、中
国
人
の
海
外
旅
行
者
が
増
加
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、今
後
、各
国
で
中
国
人
旅
行
者
に
よ
る

消
費
効
果
が
高
ま
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、「
観
光
と
貧
困
撲
滅
」と「
観
光
と

平
和
」と
い
う
2
つの
テ
ー
マ
で
セッ
ション
が
開
催

さ
れ
、田
川
会
長
は「
観
光
と
平
和
」の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
登
壇
。「
旅
の
力
」が
5
つ
の
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、現
在
の
世
界
で
は
、特
に「
交
流
の

力
」が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、J
A
T
A
が
昨

年
、日
本
か
ら
中
国
へ
3
0
0
0
人
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
1
0
0
0
人
の
大
交
流
団
を
送
り
、二
国
間

交
流
の
進
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、民
間
交
流
が
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
田
川
会
長
は
、さ
ら
に
、今
年
4
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
への
各
国
か
ら
の
お
見
舞
い
に
謝
意

を
示
し
、被
害
が
限
定
的
で
、九
州
北
部
や
南
部

地
区
への
継
続
的
な
旅
行
者
の
訪
問
への
期
待
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、会
議
で
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジェン
ダ
」で
、開
発
目
標
と
し
て

各
国
が
2
0
3
0
年
ま
で
に
観
光
業
の
促
進
に

向
け
た
政
策
を
立
案
し
、実
施
す
る
こ
と
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
の
各
国

で
の
取
り
組
み
の
方
向
性
な
ど
に
つい
て
記
し
た

「
北
京
宣
言
」も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。



静
岡
市
で
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会

自
治
体
、観
光
業
者
な
ど
51
団
体
参
加

需
要
回
復
に
向
け
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

「
食
と
ア
ー
ト
と
元
気
な
フ
ラ
ン
ス
フ
ェス
タ
」

本部支部活動報告
　

J
A
T
A
は
5
月
30
日
、静
岡
市
の
静
岡

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、第
3
回

J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。商
談
会
に
は
、静
岡
県
内
の
自
治
体
や
観

光
協
会
、観
光
事
業
者
、J
A
T
A
会
員
な
ど
約

1
3
0
人
が
参
加
し
、講
演
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
耳
を
傾
け
た
り
、個
別
商
談
会
で
熱
心

に
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ー
ク
を
行
う
な
ど
、積
極
的
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
第
1
部
で
は
、日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）の
山
崎
道
徳
理
事
が「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
を
目
指
し
て
」と
題
し
て
、⑴

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
、⑵
世
界
の
観
光
動
向

と
観
光
立
国
の
意
義
、⑶
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョン
構
想
会
議
、⑷
平
成
28
年
度
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
方
針
、な
ど
に
言
及
。第
2
部
で
は
、

静
岡
県
東
部
地
域
コンベン
ション
ビュー
ロ
ー
、美

し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
、大
井
川
で
逢
い
ま
し
ょ

う
実
行
委
員
会
、浜
松
観
光
コンベン
ション
ビュー

ロ
ー
の
代
表
ら
が
、静
岡
県
内
各
エ
リ
ア
に
つい
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
を
実
施
し
、J
A
T
A
会
員

各
社
の
社
員
が
様
々
な
角
度
か
ら
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
3
部
の
個
別
商
談
会
に
は
、J
A
T
A
会
員

の
旅
行
会
社
12
社
37
人
と
自
治
体・観
光
事
業

者
41
団
体
51
人
が
参
加
し
、35
テ
ー
ブ
ル
11
枠
で

合
計
3
8
5
の
セッション
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
談
会
に
参
加
し
た
J
A
T
A
会
員
か
ら
は
、

「
地
域
ご
と
の
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
数
多
く
収

集
で
き
た
」「
旅
行
素
材
と
訪
日
外
国
人
受
入
状

況
の
確
認
が
で
き
た
」「
ど
こ
の
国
に
力
を
入
れ

て
い
る
か
、セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
何
か
な
ど
が
分

か
り
、役
に
立
った
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、自
治
体・観
光
事
業
者
は
、「
旅
行
会
社

の
1
社
当
た
り
の
人
数
も
多
く
良
かった
」「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
ション
は
、各
地
域
の
取
り
組
み
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
、参
考
に
なった
」と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、自
治
体・観
光
事
業
者
に「
地
域
に
お

け
る
訪
日
外
国
人
拡
大
に
向
け
て
有
効
と
思
わ

れ
る
施
策
」に
つい
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
海
外
の
旅

行
会
社
を
招
聘
し
て
の
新
商
品
造
成
の
た
め
の

現
地
視
察
団
の
受
け
入
れ
」が
24
％
で
最
も
多
く
、

「
国
内
の
旅
行
会
社
と
地
域
観
光
施
設
と
の
商

談
会
」（
21
％
）、「
海
外
の
旅
行
博
等
への
出
展・

商
談
会
参
加
」（
16
％
）な
ど
が
続
き
ま
し
た
。

個別商談会では合計 385のセッションが行われました

　
J
A
T
A
は
6
月
3
日
、東
京・丸
の
内
の
丸
ビ

ル
で「
食
と
ア
ー
ト
と
元
気
な
フ
ラ
ンス
フェス
タ
〜

フ
ラ
ン
ス
を
見
て
、体
験
し
て
、味
わ
う
1
日
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、『
V
I
S
I
T 

F
R
A
N
C
E
〜
フ

ラ
ン
スへ
行
こ
う
〜
』キ
ャ
ンペ
ー
ン
の一環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
イ
ベン
ト
で
、昨
年
11
月
に
パ
リ
で
発

生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、日
本
人
旅
行

者
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
フ
ラ
ン
スへの
観
光
需

要
の
早
期
回
復
を
目
指
す
と
と
も
に
、旅
行
相
談

や
旅
行
商
品
の
提
案
な
ど
、新
規
顧
客
開
拓
へつ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

丸
ビ
ル
1
階
のマル
キュー
ブ
で
パ
テ
ィ
シ
エの
鎧

塚
俊
彦
氏
と
料
理
評
論
家
の
山
本
益
博
氏
に
よ

る
ト
ー
ク
ショー
や
、テ
レ
ビ
番
組「
情
熱
大
陸
」で

も
紹
介
さ
れ
た
花
絵
師・藤
川
靖
彦
氏
の
イ
ンフ
ィ

オ
ラ
ー
タ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、世
界
で
唯
一の「
ロ
ー

ラ
ー
ア
ー
ト
」を
産
み
出
し
た
、さ
と
う
た
け
し
氏

の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、旅
行
会
社
に

よ
る「
フ
ラ
ンス
旅
行
相
談
会
」も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
＆
コンファレ
ンス
ス
ク
エ

ア
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
、第

1
部
で
は
、2
0
1
3
年
フ
ラ
ン
ス
観
光
親
善
大

使
も
務
め
た
パ
テ
ィ
シエの
鎧
塚
氏
が
、世
界
的
に

人
気
の
高
いフ
ラ
ンス
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、フ
ラ

ン
ス
の
食
文
化
の
魅
力
に
つい
て
、自
身
の
活
動
を

交
え
な
が
ら
紹
介
。第
2
部
で
は
、2
0
1
4
年

フ
ラ
ン
ス
農
業
功
労
賞
を
受
賞
し
た
料
理
評
論

家
の
山
本
氏
が
、1
9
7
3
年
に
初
め
て
フ
ラ
ン

ス
を
訪
問
し
て
か
ら
2
0
0
回
以
上
も
訪
仏
し

た
と
い
う
自
身
の
40
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、フ

ラ
ン
ス
料
理
の
未
来
を
展
望
す
る
講
演
を
行
う

な
ど
、食
を
テ
ー
マ
に
し
た
濃
密
な
フ
ラ
ン
ス
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

料理評論家の山本氏（中央）とパティシエの鎧塚氏（右）によるトークショー



本部支部活動報告

相
互
交
流
6
0
0
万
人
へ
拡
大
検
討
会
議
を
設
置

台
湾
・
宜
蘭
県
で
第
9
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

第
9
回
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
が
5
月
19
日
か

ら
22
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
り
、台
湾
の
宜
蘭

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
と
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観

振
）、台
湾
観
光
協
会
の
三
者
が
主
催
す
る
同
サ

ミッ
ト
の
今
年
の
テ
ーマ
は「
日
台
相
互
交
流
の
現

況
の
確
認
と
日
台
双
方
の
観
光
魅
力
の
再
発
見
」

で
、日
本
か
ら
は
J
A
T
A
の
丸
尾
和
明
副
会

長
、日
観
振
の
山
口
範
雄
会
長
、香
川
県
の
浜
田

恵
造
知
事
、愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
、旅
行
会

社
関
係
者
36
人
な
ど
1
1
6
人
、台
湾
側
か
ら

は
1
3
9
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

20
日
の
サ
ミッ
ト
会
合
で
は
、J
N
T
O
の
小

堀
守
理
事
と
台
湾
交
通
部
観
光
局
東
京
事
務

所
の
江
明
清
所
長
が
日
台
双
方
の
観
光
の
現
状

に
関
す
る
報
告
を
行
い
、意
見
交
換
会
で
は
、エ
イ

チ・ア
イ・エス
の
平
林
朗
社
長
が
台
湾
の
潜
在
需

要
に
つい
て
、J
T
B
グ
ロ
ー
バ
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
ト
ラ
ベル
の
座
間
久
徳
社
長
が
日
本
の
潜
在
需

要
に
つい
て
、東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
坂
巻
伸
昭

社
長
が
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
につい
て
発
言
。

　

議
長
総
括
で
は
、日
台
双
方
が
相
互
交
流

6
0
0
万
人
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、新
た

に「
双
方
向
交
流
拡
大
検
討
会
議
」を
設
け
て
、

2
0
2
0
年
の
日
台
間
に
お
け
る
双
方
向
交
流

の
ビ
ジ
ョン
策
定
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、鉄
道
な
ど
共
通
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す
る
と
同
時
に
、日
台

の
食
の
魅
力
に
関
す
る
発
信
を
強
化
す
る
こ
と

に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
回
目
と
な
る
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
は
、

2
0
1
7
年
に
四
国
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

6
月
1
日　
海
外
旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー（
函
館
）

6
月
2
日　

国
際

航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

（
基
礎
）

6
月
22
日　

海
外

旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー

（
釧
路
）

6
月
23
日  

海
外

旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー

（
帯
広
）

6
月
25
日　
環
境
保
全
活
動（
外
来
植
物
駆
除
）

を
ウ
ト
ナ
イ
湖
で
実
施

6
月
16
日　
第
2
回
幹
事
会

7
月
7
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会

6
月
7
日　
海
外
旅
行
委
員
会

6
月
15
日　
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会

6
月
17
日　
幹
事
会

6
月
24
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会

6
月
27
日　
国
内
旅
行
委
員
会

6
月
7
日　
中
部
国
際
空
港
C
I
Q
研
修

6
月
9
日　
O
F
C・J
A
T
A
共
催
に
よ
る
国

際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

6
月
13
日　
支
部
幹
事
会

6
月
25
日
〜
29
日　
ベ
ト
ナ
ム
航
空
に
よ
る
ベ
ト

ナ
ム
研
修

6
月
3
日　
関
空
旅
博
2
0
1
6
プ
レ
イ
ベン
ト

「
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
開
催
。政
府

観
光
局
23
団
体
が
出
展
し
、会
員
各
社
1
8
1

人
が
参
加

6
月
4
日
〜
5
日　
「
関
空
旅
博
2
0
1
6
」開

催
。ブ
ー
ス
出
展
し
、セ
ミ
ナ
ー・学
生
連
携
ツ
ア
ー

企
画
コン
テ
ス
ト
を
実
施

6
月
23
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

 

6
月
2
日　

広
島
空
港
C
I
Q
研
修（
46
人
参

加
）

6
月
3
日　

第
1
回
幹
事
会・香
川
地
区
意
見

交
換
会（
高
松
）

6
月
8
日　

中
国
国
際
航
空（
C
A
）大
連・旅

順
研
修
旅
行（
11
人
参
加
）

6
月
5
日　
寺
子
屋
J
A
T
A
①

6
月
7
日　
第
1
回
幹
事
会

6
月
10
日　
C
I
Q
研
修

6
月
11
日　
寺
子
屋
J
A
T
A
②

6
月
15
日　
海
外
旅
行
委
員
会

6
月
16
日　
国
際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

6
月
17
日　
総
務
委
員
会

6
月
22
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

6
月
23
日　
実
務
委
員
会

6
月
27
日　
国
内
旅
行
委
員
会

6
月
2
日　
総
務
委
員
会

6
月
22
日　
教
育
旅
行
委
員
会

6
月
24
日　
幹
事
会

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

日台観光サミットで勢ぞろいした関係者ら

ウトナイ湖での環境保全活動

「関空旅博 2016」のブース風景



ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6

ア
ジ
ア
の
可
能
性
を
世
界
へ
発
信

主催 ： 公益社団法人 日本観光振興協会、一般社団法人 日本旅行業協会
会期 ： ９月２２日（木・祝）～２５日（日）　会場 ： 東京ビッグサイト・ベルサール日本橋東京

《テーマ別シンポジウム》
※有料プログラム 各3240円（税込み）
〈海外旅行シンポジウム〉
9月23日（金）10:00～11:30／東京ビッグサイト会議棟 605・606
◎日本における海外旅行の将来
○モデレーター：菊間潤吾氏（一般社団法人 日本旅行業協会 副会長、株式会社ワールド航空
サービス 代表取締役会長）

○パネリスト：髙橋広行氏（株式会社ジェイティービー 代表取締役社長）／平林朗氏（株式会
社エイチ・アイ・エス 代表取締役社長）／松田誠司氏（株式会社阪急交通社 代表取締役社長）

〈訪日旅行シンポジウム〉
9月23日（金）13:00～14:30／東京ビッグサイト会議棟 605・606
◎持続可能な地方誘客～日本旅館と地域のコラボレーション
○モデレーター：平田真幸氏（日本政府観光局〔JNTO〕海外プロモーション部 担当部長）
○パネリスト：植田佳宏氏（ホテル祖谷温泉 代表取締役社長）／タイラー・リンチ氏（戸倉上
山田温泉 旅館亀清 若旦那）／井川今日子氏（株式会社観光文化研究所）／（他1人 依頼中）

〈国内観光シンポジウム〉
9月23日（金）15:30～17:30／東京ビッグサイト会議棟 605・606
◎ガストロノミーツーリズムで地域を元気に
○基調講演：Ms.Yolanda Perdomo（Director of Affiliate Members,UNWTO）
○モデレーター：小川正人氏（株式会社ANA総合研究所 代表取締役副社長）
○パネリスト：Ms.Yolanda Perdomo／（他 依頼中）

ツーリズムEXPOジャパン
《商談会2016実施概要》
〈アウトバウンド商談会〉
1日目：9月22日（木・祝）9:00～18:00
　会場＝東京ビッグサイト 会議棟 レセプションホールA・B
2日目：9月23日（金）10:00～18:00
　会場＝東京ビッグサイト 東展示棟 東1～5ホール 各出展ブース
〈国内商談会〉
1日目：9月22日（木・祝）9:00～18:00
　会場＝東京ビッグサイト 会議棟 605・606・607
2日目：9月23日（金）10:00～18:00
　会場＝東京ビッグサイト 東展示棟 東1～5ホール 各出展ブース
〈メディアミーティング〉
9月22日（木・祝）9:00～18:00 ※オープン・セッション形式
　会場＝東京ビッグサイト 会議棟 608・609・610

《商談会2016の主な特徴》
⑴3つの商談会をそれぞれの会場で開催！
⑵1日目は最大15のアポイントメント・セッションが可能！
⑶国内セラーの方には、休憩時間を利用しプレゼンテーションの時間枠を拡大！
⑷1日目にネットワーキングの時間を設定！
⑸1日目の会場に、フリースペースを設置！
⑹好評のメディアミーティングは今年も継続開催
⑺ツーリズムEXPOジャパン商談会オフィシャルガイドブックを配布

ご案内

公式サイト ： http://www/t-expo.jp/

感
動
呼
ぶ
旅
行
商
品
の
企
画・開
発
を

　

9
月
22
日
と
23
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
る〝
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ンフ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
〞の
テ
ー
マ

は
、「
輝
き
続
け
る
日
本
、そ
し
て
世
界
〜

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
4
0
0
0
万
人
時
代
の
交

流
大
国
を
目
指
し
て
」で
す
。

　

22
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
す
る
首
都

大
学
東
京
の
本
保
芳
明
特
任
教
授（
東

京
工
業
大
学
特
任
教
授
、観
光
庁
参

与
）は
、「
3
年
目
を
迎
え
た〝
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
〞が
B
to
C
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
B
to
B
の
実
績
も
高
め

て
き
て
い
る
中
で
、〝
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ム
〞か
ら〝
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞に
名
称
も
改
め
、世
界
に

向
け
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

大
き
な
可
能
性
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
」と
強
調
。訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
の
2
0
0
0
万
人
突
破
も
確
実
と
な

り
、世
界
規
模
で
国
際
的
な
旅
行
流
動
が

大
き
な
う
ね
り
と
なって
い
る
今
、本
保
教

授
は「
海
外
旅
行
者
数
の
2
0
0
0
万

人
達
成
も
視
野
に
、日
本
と
し
て
も
双
方

向
で
の
観
光
交
流
拡
大
を
通
じ
て『
観
光

立
国
』か
ら『
観
光
大
国
』へ
と
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
向
か
う
段
階
を
迎
え
た
」と
い

う
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、翌
日
に
開
催
さ
れ
る
テ
ー
マ

別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つい
て
本
保
教
授
は
、

「
4
0
0
0
万
人
時
代
の
交
流
大
国
」へ

の

を
握
る
海
外
旅
行
市
場
の
活
性
化

に
向
け
、「
意
欲
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンへの

取
り
組
み
は
不
可
欠
」と
指
摘
。国
内
旅

行
や
訪
日
旅
行
と
も
併
せ
て「
旅
行
者

を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
旅
行
企
画
や
商

品
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
に
も
、テ
ー

マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムへ
積
極
的
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
海
外
旅
行

業
界
ト
ッ
プ
が
語
る
海
外
旅
行
復
活
への
道
筋

　

23
日
に
は「
海
外
旅
行
」「
訪
日
旅
行
」

「
国
内
観
光
」の
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
日
本
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
将
来
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、渡
航
自
由
化
か
ら
半
世
紀
以

上
に
わ
たって
商
品
開
発
や
市
場
開
拓
に

取
り
組
み
、日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

創
造
し
て
き
た
旅
行
会
社
の
ト
ッ
プ
が

登
壇
。J
A
T
A
の
菊
間
副
会
長
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
、J
T
B
の
高
橋
社
長
、

エ
イ
チ・ア
イ・エス
の
平
林
社
長
、阪
急
交

通
社
の
松
田
社
長
と
と
も
に
、海
外
旅
行

の
未
来
を
展
望
し
な
が
ら
、海
外
旅
行

復
活
への
道
筋
を
語
り
合
い
ま
す
。

●
訪
日
旅
行

持
続
可
能
な
地
方
誘
客
への
方
策
探
る

　

訪
日
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
持
続

可
能
な
地
方
誘
客
〜
日
本
旅
館
と
地
域

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
」を
テ
ー
マ
に
、地
域

の
風
土
や
文
化
に
根
差
し
た
地
元
の
観

光
魅
力
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
旅
館

と
周
辺
地
域
と
の
連
携
に
つい
て
議
論
を

深
め
ま
す
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
拡
大

に
向
け
て
、訪
日
旅
行
需
要
の
地
域
分
散

と
リ
ピ
ー
タ
ー
化
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る

中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ

て
い
く
方
策
を
探
り
ま
す
。

●
国
内
観
光

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
取
り
組
み
を

　
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域

を
元
気
に
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
国
内
観

光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、食
そ
の
も
の
を
主

目
的
と
し
て
地
域
の一次
産
業
や
二
次
産

業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
。地
域
活
性

化
への
大
き
な
力
を
秘
め
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
的
な
潮
流
を
紹

介
し
て
、そ
の
日
本
に
お
け
る
可
能
性
や

課
題
を
展
望
し
ま
す
。

昨年の「海外旅行」テーマ別シンポジウムでは、
異文化理解の需要性などが議論されました



イ
ン
ド
編

伸
び
る
訪
日
需
要
、新
た
な
商
品
企
画
・
販
売
も

国内・訪日旅行推進部　各国旅行市場報告

　
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
V
J
）
事
業
で
の
重
点
20
市
場
の
一つ
で
あ
る
イ
ン
ド
は
、
2
0
1
5

年
に
お
け
る
訪
日
旅
行
者
数
が
前
年
比
17
・
2
％
増
の
10
万
3
0
0
0
人
に
達
し
ま
し
た
。
初

め
て
10
万
人
の
大
台
を
突
破
し
た
イ
ン
ド
市
場
は
、
今
後
の
更
な
る
訪
日
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
有
望
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
旅
行
業
団
体
と
意
見
交
換

　イ
ン
ド
に
は
、イ
ン
ド
旅
行
業
協
会（
T
A 

A
I
＝T

ravel 
A
gents 

A
ssociation 

of 
India

）、イ
ン
ド
旅
行
業
連
盟（
T
A
F
I
＝

Travel A
gents Federation ofIndia

）な
ど
4

団
体
が
あ
り
、J
A
T
A
で
は
昨
年
2
月
に
、

T
A
A
I
と
T
A
F
I
の
両
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　T
A
A
I
か
ら
は
、「
イ
ン
ド
人
の
訪
日
旅
行

に
対
す
る
関
心
は
高
い
も
の
の
、日
本
に
関
わ
る

情
報
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
」と
い
う
現
状

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。J
A
T
A
に
対
し
て
も
、

基
本
的
な
情
報
が
乏
し
い
こ
と
を
受
け
て
、相

互
交
流
の
活
性
化
や
相
互
に
情
報
を
蓄
積
す
る

取
り
組
み
な
ど
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。　ま

た
、T
A
F
I
か
ら
も
、ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
情
報
を
含
め
て
日
本
に
つい
て
の
情
報
が

極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、同
協
会
の
総
会
が
外

国
政
府
観
光
局
と
の
連
携
に
よ
り
国
外
で
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
て
、日
本
側
か

ら
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
期
待
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
の
訪
日
旅
行
者
が　

万
人
に

イ
ン
ド
の
人
口
は
12
億
5
9
6
9
万 

5
0
0
0
人
、
国
民
一
人
当
た
り
の

G
D
P
は
1
6
2
7
米
ド
ル（
何
れ
も

2
0
1
4
年
）で
、イ
ン
ド
か
ら
の
出
国
者
は

1
6
6
2
万
6
0
0
0
人（
2
0
1
3
年
）

を
数
え
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）に
よ
る

と
、2
0
1
5
年
に
日
本
を
訪
れ
た
イ
ン
ド

人
旅
行
者
数
は
10
万
3
0
8
4
人
に
達
し
、

初
め
て
年
間
10
万
人
の
大
台
を
突
破
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
最
高
だ
っ
た
2
0
1
4
年
に

お
け
る
8
万
7
9
6
7
人
か
ら
17・2
％
増
と

い
う
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
、J
N
T
O

で
は
、訪
日
旅
行
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
効
果
を
円

安
な
ど
の
外
的
要
因
が
後
押
し
す
る
形
と
な

り
、特
に
、観
光
需
要
が
好
調
に
推
移
し
た
と

分
析
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
訪
日
イ
ン
ド
人
旅
行
者
の

動
き
を
概
観
す
る
と
、イ
ン
ド
に
お
け
る
最
大

の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
4
月
〜
6
月
に
向
け

て
、J
N
T
O
が
大
都
市
の
富
裕
層
を
狙
っ
た

イ
メ
ー
ジ
広
告
の
提
出
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、

訪
日
旅
行
需
要
が
喚
起
さ
れ
、桜
が
見
ご
ろ
と

な
る
4
月
に
は
、前
年
同
月
比
23・7
％
増
と

い
う
2
割
以
上
の
拡
大
を
示
し
、12
カ
月
の
う

ち
月
別
の
前
年
比
伸
び
率
で
最
も
高
い
水
準

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、月
別
で
最
大
の
ピ
ー

ク
と
な
る
5
月
に
は
、初
め
て
単
月
で
1
万
人

を
超
え
る
な
ど
、年
間
を
通
じ
て
好
調
な
推

移
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

日
印
関
係
背
景
に
訪
日
機
運
高
ま
る　

イ
ン
ド
市
場
に
対
す
る
訪
日
旅
行
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
は
、6
月
と
9
月
に
イ
ン

ド
側
の
旅
行
会
社
を
招
請
し
た
の
を
は
じ
め
、

8
月
に
実
施
さ
れ
た
デ
リ
ー
と
ム
ン
バ
イ
で
の

訪
日
旅
行
商
品
造
成
の
勉
強
会
を
通
じ
て
、

新
た
な
訪
日
旅
行
商
品
も
企
画・販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
に
は
全
て
の
月
で
前
年
の
訪
日

旅
行
者
数
を
上
回
る
形
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、2
0
1
5
年
は
日
本
と
イ
ン
ド
の
両

国
政
府
高
官
に
よ
る
訪
印
や
訪
日
を
は
じ
め
、

安
倍
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
際
に
は
、イ

ン
ド
の
高
速
鉄
道
計
画
に
お
け
る
日
本
の
新

幹
線
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
で
合
意
し
た

事
実
も
報
道
さ
れ
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
し

て
の
認
知
度
向
上
や
訪
日
機
運
の
醸
成
な
ど

に
、一定
の
貢
献
を
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
指
摘
さ
れ
た
改
善
点　

２
０
１
５
年
1
月
に
デ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
to
Ｂ
見

本
市
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ（South 

A
sia T

ravel &
 T
ourism

 
E
x
h
ib
ition

）と
同
年
2

月
に
ム
ン
バ
イ
で
開
催
さ
れ

た
Ｂ
to
Ｂ
見
本
市
の
Ｏ
Ｔ

Ｍ（O
utbound T

ravel 
M
art

）の
期
間
中
に
実
施
さ

れ
た
セ
ミ
ナ
ー・商
談
会
で
、現

地
旅
行
会
社
を
対
象
に
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、「
訪
日
旅
行
を
企
画
時
、問
題
点・改
善

点・要
請
等
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に
対

し
て
、回
答
者
69
人
の
う
ち
59
人
が「
は
い
」

と
回
答
。「
料
金
が
高
い
」（
16
人
）、「
回
答
が

遅
い
」（
16
人
）を
筆
頭
に
、「
食
事
」（
8
人
）、

「
言
語
」（
7
人
）、「
情
報
不
足
」（
6
人
）、

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
知
ら
な
い
」（
6
人
）、「
支

払
い
条
件
が
厳
し
い
」（
6
人
）な
ど
が
課
題
と

し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
で
人
気
の
あ
る
地
域
と
し
て
は
、

「
北
海
道
」（
29
人
）、「
関
西（
大
阪・京
都
）」

（
22
人
）、「
関
東（
東
京
）」（
19
人
）が
上
位

を
占
め
、「
沖
縄
」（
10
人
）、「
中
国・四
国（
広

島
）」（
6
人
）な
ど
が
続
く
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

デリーとムンバイの両都市で現地旅行会社にツアーオペレーター品質
認証制度及び認証会社も紹介しました。

出典：日本政府観光局（JNTO）

出典：日本政府観光局（JNTO）
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C
E
O
直
轄
で「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
室
」

イ
オ
ン
で
は
、グ
ル
ー
プ
65
社
に「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
責
任
者
」「
女
性
が
活
躍
で
き
る

会
社
リ
ー
ダ
ー
」「
女
性
が
働
き
や
す
い
会
社

リ
ー
ダ
ー
」を
配
置
し
て
、各
社
毎
に
現
状
分

析
や
課
題
設
定
を
行
い
、解
決
に
向
け
て
自

ら
考
え
て
実
行
に
移
す
と
い
う
取
り
組
み
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

責
任
者・リ
ー
ダ
ー
が
参
加
す
る「
ダ
イ
満
足

サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
て
、グ
ル
ー
プ
各
社
間

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、各
社
の
活
動

に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

イ
オ
ン
が
C
E
O
直
轄
機
関
と
し
て「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
」を
設
置
し
た
の
は

2
0
1
3
年
7
月
の
こ
と
で
、そ
の
第
一歩
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
の
が「
日
本
一女
性
が

働
き
や
す
く
、活
躍
で
き
る
会
社
」「
日
本
一

女
性
が
働
き
た
い
会
社
」の
実
現
を
目
指
す

取
り
組
み
だ
っ
た
の
で
す
。

イ
オ
ン
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
活
動
の

キ
ー
ワ
ー
ド「
ダ
イ
満
足
」は
、ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
生
み
出
す「
従
業
員
・
従
業
員
の
家

族
」と「
お
客
様
」と「
会
社
」の
満
足
を
実
現

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、2
0
1
4
年
に

は
、グ
ル
ー
プ
各
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

体
制
の
構
築
や
社
内
研
修・表
彰
制
度
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
に
は
女
性
管
理
職

比
率　

％
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
修
を
実
施
す
る「
ダ
イ

満
足
カ
レッ
ジ
」で
は
2
0
1
4
年
度
に
、25

歳
前
後
の
女
性
を
対
象
に
若
年
層
の
退
職

者
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
、「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」が
ス
タ
ー
ト
。グ
ル
ー
プ
42

社
か
ら
約
5
4
0
人
が
参
加
し
た
の
に
続

き
、2
0
1
5
年
度
に
は「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」と「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」の
2
コ
ー

ス
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
オ
ン
で
は
、こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、

2
0
1
5
年
4
月
に
1
8
.
2
％（
連
結

子
会
社
を
含
む
）だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
女
性
管

理
職
比
率
を
、2
0
2
0
年
度
ま
で
に
50
％

ま
で
高
め
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、積
極
登

用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
職
場
で
活
躍

し
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
制
度
作
り
も

進
め
て
お
り
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
で
は
、社
員・

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
従
業
員
区
分
に
よ
る
役

割・処
遇
の
違
い
を
な
く
し
、能
力・成
果・意

欲
に
よ
っ
て
全
て
の
従
業
員
が
成
長
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、2
0
0
4
年
か
ら「
コ
ミュニ

テ
ィ
社
員
制
度
」を
導
入
。

本
人
が
希
望
す
れ
ば
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
社
員

と
し
て
入
社
し
た
後
に
、要
件
を
満
た
せ
ば
、

上
位
職
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
に

な
って
い
ま
す
。

細
や
か
な
店
舗
経
営
を

千
葉
県
大
網
白
里
市
に
あ
る
外
房

線
大
網
駅
か
ら
歩
い
て
5
分
ほ
ど
に
立

地
し
、地
域
の
総
合
ス
ー
パ
ー
と
し
て
20

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
イ
オ
ン
大
網

白
里
店
」で
は
、草
野
多
香
恵
店
長
が

2
0
1
4
年
3
月
に
30
代
と
い
う
若
さ

で
着
任
。全
国
に
展
開
さ
れ
て
い
る
イ

オ
ン
3
8
8
店
舗
で
46
人
を
数
え
る
女

性
店
長
の
1
人
と
し
て
、8
割
が
パ
ー

ト
社
員
で
占
め
ら
れ
る
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ

2
0
0
人
を
統
括
す
る
立
場
と
な
っ
た

草
野
店
長
は
、「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
社
員
と
呼

ば
れ
る
パ
ー
ト
社
員
と
正
社
員
と
の
壁
を

な
く
す
た
め
、合
同
朝
礼
の
実
施
や
お
誕

生
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、部
署
間
の

風
通
し
を
良
く
し
て
い
ま
す
」と
語
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
力
を
引
き
出
す
た
め
の
工
夫

を
強
調
。さ
ら
に
、3
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
て

い
る
各
部
署
の
売
り
場
を
出
来
る
だ
け

回
って
ス
タ
ッフ
に
声
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、売
り
場
を
回
り
な
が
ら
買
物
客
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
り
、店
長
が
女

性
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
顧
客
か
ら
品
揃

え
や
商
品
の
陳
列
な
ど
に
つい
て
直
接
要

望
を
聞
く
な
ど
、女
性
店
長
な
ら
で
は
の

細
や
か
な
店
舗
経
営
が
実
現
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
社
員
と
の
壁
を
な
く
す

連載   価値創造産業への新潮流

﹇
取
材
協
力
﹈イ
オ
ン
株
式
会
社・イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

「
日
本
一女
性
が
働
き
た
い
会
社
」を
目
指
し
て

― 動き出したダイバーシティの取組み ―

「ダイ満足カレッジ」では、自分のキャリアを磨きつつ、仲間と
共有することで、お互いを高めます

草野多香恵さん
イオン大網白里店店長

イオンでは全国で6つの保育園を店舗内に開設。仕事と子育
てが両立できるようサポートしています
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シリーズ ： 『挑戦』を支えるもの
旅行業界を取り巻くリスク環境の変化に対応するために

時
代
と
と
も
に
新
た
な
市
場
の
創
出

や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
が
進
み
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
が
変
化
す
る
と
、取
り
巻
く
リ

ス
ク
も
変
化
し
ま
す
。今
回
は
旅
行
業

界
の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
に
伴
う
新
た
な
リ

ス
ク
の
代
表
例
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
関
す
る
リ
ス
ク
」と「
サ
イ
バ
ー
リ
ス

ク
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
医
療
事
情
と
旅
行
保
険

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
す
る
昨

今
、彼
ら
の
渡
航
者
医
療
の
課
題
が
新
た

な
リ
ス
ク
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。観

光
庁
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
う
ち
４
％
が「
日
本
滞
在
中

に
予
期
せ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
を
被
っ
た
」と
回

答
し
て
お
り
、病
院
で
の
言
語
問
題
、医
療

費
の
支
払
い
に
関
す
る
不
安
や
不
便
の
声

も
挙
がって
い
ま
す
。

彼
ら
が
自
国
で
旅
行
保
険
に
加
入
し
て

い
れ
ば
、日
本
で
の
医
療
費
を
保
険
で
賄

う
こ
と
が
で
き
た
り
、医
療
通
訳
を
介
し

て
日
本
国
内
の
病
院
や
医
師
と
の
や
り
取

り
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、前
述
の
観
光
庁
に
よ
る
調
査
で

は
、彼
ら
の
約
３
割
が「
日
本
滞
在
中
の
ケ

ガ
や
病
気
等
を
補
償
す
る
保
険
に
未
加

入
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。「
ケ
ガ
や
病
気

を
補
償
す
る
保
険
」と
言
って
も
、医
療
費

実
額
が
賄
え
た
り
病
院
の
手
配
や
通
訳
ま

で
対
応
で
き
る「
旅
行
保
険
」に
は
加
入
し

て
い
な
い
と
い
う
人
も
加
え
る
と
、十
分
な

保
険
を
手
配
し
て
い
な
い
人
は
も
っ
と
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
伴
う

新
た
な
リ
ス
ク

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
日
本
国
内
で
ツ

ア
ー
参
加
中
に
万
が
一の
ケ
ガ
や
病
気
を

被
っ
た
場
合
で
も
、旅
行
会
社
と
し
て
は
日

本
人
の
国
内
旅
行
と
同
様
の
安
全
確
保
や

的
確
な
顧
客
対
応
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
が
自
分
自
身
で
十
分
な
保
険
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
医
療
も
含

め
た
安
全
確
保
や
顧
客
対
応
を
行
う
に

は
、日
本
人
旅
行
者
と
は
別
の
苦
労
や
手

間
、新
た
な
コ
ス
ト
が
旅
行
会
社
に
か
か
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
の
増
大

近
年
急
激
に
顕
在
化
し
て
い
る
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
は
旅
行
業
界
に
お
い
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
市
場
に
お
い
て
顧
客
の
購
買

プ
ロ
セ
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
中
、旅
行

業
界
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
取
引
の
普
及
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
は
顧
客・事
業
者

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
反
面
、サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
よ
り「
自
社
サ
ー
バ
内
の
個
人
情

報
を
奪
わ
れ
る
」「
自
社
サ
ー
バ
に
は
顧
客

情
報
は
無
い
が
、自
社
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
他

社
の
サ
イ
ト
へ
の
攻
撃
の
踏
み
台
と
さ
れ

る
」等
の
被
害
が
近
年
急
増
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、日
本
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
被
害
は
懸
命
に
対
策
を
講
じ

て
い
る
企
業
や
組
織
で
も
例
外
で
は
な
く
、

公
共
機
関
や
教
育
機
関
で
も
重
大
な
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。２
０
１
５
年
の
日

本
国
内
の
不
正
ア
ク
セ
ス
件
数
は
昨
年
の

２
倍
を
上
回
る
５
４
５
億
件
に
上
り
、実

に
日
本
の
企
業
や
組
織
の
８
割
が
既
に
標

的
型
メ
ー
ル
の
攻
撃
を
受
け
て
い
る
と
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

今
こ
う
し
て
い
る
間
も
「
自
社
は

１
０
０
％
大
丈
夫
」と
言
い
切
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。 

■
変
化
の
時
代
の
リ
ス
ク
対
策

こ
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
化
と
と
も
に

多
様
で
新
た
な
リ
ス
ク
が
生
ま
れ
る
環
境

下
で
も
、安
心
し
て
事
業
に
取
り
組
み
、逞

し
い「
挑
戦
」を
続
け
て
行
く
た
め
に
は
、

最
新
の
リ
ス
ク
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
、保
険

商
品
を
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。東

京
海
上
日
動
で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
を
営
む
旅
行
会
社
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向

け
の「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
安
心
保
険
」を
従
来

か
ら
ご
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
が
、更
に
こ

の
度
、訪
日
外
国
人
自
身
が
日
本
入
国
後

に
加
入
で
き
る「
訪
日
外
国
人
向
け
新
型

海
外
旅
行
保
険
」を
開
発
し
、日
本
国
内

で
の
医
療
費
の
補
償
に
加
え
て「
医
療
機

関
の
紹
介・手
配
サ
ー
ビ
ス
」「
け
が
人・病

人
お
よ
び
ご
遺
体
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
」の
ご

提
供
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
対
策
へ
の
ご
支

援
と
し
て
、簡
易
リ
ス
ク
診
断
や
専
門
事

業
者
の
ご
紹
介
等
の「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
総

合
支
援
サ
ー
ビ
ス
」と「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

保
険
」を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

も
は
や
、「
旅
行
会
社
の
危
機
管
理
＝
事

故
対
応
」だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

最
新
の
リ
ス
ク
情
報
を
も
と
に
、環
境
の
変

化
に
よ
り
新
た
に
生
ま
れ
る
リ
ス
ク
に
も

対
応
で
き
る
危
機
管
理
態
勢
を
構
築
す

る
こ
と
が
急
務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

旅
行
業
営
業
部
）



連載
マーケット・データ み読深

リ
バ
ウ
ン
ド
す
る
海
外
旅
行
市
場
に
潜
む
リ
ス
ク

黒
須
宏
志

旅
行
市
場
動
向
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
・
寄
稿

な
ど
で
活
躍
中
。
㈱
J
T
B
総
研  

執
行
役
員
・
主
席

研
究
員
。1
9
6
4
年
生
ま
れ
。

旅
行
会
社
の
海
外
旅
行
取
扱
額
、

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
に
後
れ

2
0
1
6
年
に
入
っ
て
海
外
旅
行
需
要

が
リ
バ
ウ
ン
ド
を
始
め
た
中
、
3
月
ま
で

の
主
要
旅
行
会
社
の
海
外
旅
行
取
扱
額

は
前
年
割
れ
が
続
い
て
い
ま
す
（
図
表

1
）
。
そ
の
一
因
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き

に
比
し
て
募
集
型
企
画
旅
行
（
以
下
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
の
戻
し
が
鈍
い
こ
と
に
あ

る
よ
う
で
す
。
今
回
の
リ
バ
ウ
ン
ド
が

F
I
T
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
た

め
に
足
許
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
利
用
者
比
率
の

低
下
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
取
扱
額
の
マ
イ
ナ
ス

幅
は
縮
小
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス

に
戻
す
ま
で
に
は
や
や
時
間
が
か
か
る
場

合
も
あ
り
う
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単
価
は
海
外
旅

行
の
平
均
単
価
を
超
え
る
水
準

現
状
を
単
価
の
推
移
か
ら
み
た
も
の
が

図
表
2
で
す
。
こ
の
図
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
単
価
は
海
外
旅
行
単
価
の
低
下
傾
向
が

続
く
中
、
2
0
1
0
年
以
降
、
ほ
ぼ
一
貫

し
て
上
昇
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
現
在
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単
価
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
現
地
消
費
を
含
む
海

外
旅
行
の
単
価
を
上
回
る
水
準
に
ま
で
上

が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
海
外
旅
行
の
平
均
単
価
は
近
場
の

F
I
T
需
要
が
拡
大
し
た
た
め
に
下
落
を

続
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
欧
州
、
ハ
ワ
イ
、

南
米
な
ど
と
い
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
強
み

の
あ
る
方
面
に
ゆ
っ
く
り
と
重
心
を
移
し

て
き
た
こ
と
で
単
価
が
上
昇
し
て
き
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。 

低
価
格
指
向
の
強
ま
り
に
注
意
を

足
許
の
市
場
で
は
じ
わ
じ
わ
と
進
む
円

高
に
加
え
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
伸
び
率

が
や
や
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
航
空
座
席
の

需
給
も
一
時
期
に
比
べ
緩
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
こ
の
た
め
海
外
旅
行
の
平
均
単
価

は
こ
の
1
〜
2
年
に
比
べ
て
更
に
低
下
が

進
ん
で
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
へ
来
て
物
価
の
先
高
感
が
や
や
後
退

し
、
デ
フ
レ
期
待
が
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド

に
忍
び
寄
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
価
格
の
動
き
に
対
し
消
費
者
は
よ
り

敏
感
に
な
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。今

、
筆
者
が
懸
念
し
て
い
る
こ
と
の
ひ

と
つ
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
平
均
単
価
と
海

外
旅
行
の
平
均
単
価
が
逆
転
し
て
い
る
現

在
の
よ
う
な
状
況
下
で
デ
フ
レ
期
待
が
高

ま
る
こ
と
で
、
〝
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
は

割
高
で
は
？
〞
と
い
う
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
離
れ
に
拍
車
が

か
か
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
航
空
会
社
の
サ
イ
ト
な

ら
日
々
値
段
を
変
え
ら
れ
ま
す
が
、
ホ
ー

ル
セ
ー
ラ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
は
そ
こ
ま
で
小

回
り
が
利
き
ま
せ
ん
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
こ

う
し
た
弱
点
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
改
め
て

水
を
あ
け
ら
れ
る
結
果
を
招
く
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

需
要
回
復
が
進
む
中
、
む
し
ろ
守
り

の
戦
い
に
？

こ
れ
ま
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
利
用
者
数
が

減
少
す
る
一
方
で
単
価
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
で
全
体
と
し
て
の
取
扱
額
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
安
売
り
合
戦
を
避
け
て
付
加

価
値
を
高
め
る
方
向
へ
と
少
し
ず
つ
重
心

を
移
し
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一

方
、
現
状
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
こ
う
し
た

業
界
の
努
力
の
積
み
重
ね
を
根
底
か
ら
覆

し
か
ね
な
い
危
険
な
香
り
が
流
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
需
要
回
復

が
進
ん
で
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
業

界
に
は
む
し
ろ
守
り
の
戦
い
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ

今
回
の
テ
ー
マ
：
説
明
書
面
の

交
付
時
期
と
取
消
料 監

修
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クレーム対応マニュアル 「たびクレ！！」 のオススメ
JATA会員各社で旅行業務に従事している方 を々対象に、クレーム
対応の研修ツールとしても活用していただける、クレーム対応マニュ
アル「たびクレ！！」発売中です！！
・クレーム対応で必要な基礎、威圧的なクレームの対応策等をイラス
ト入りで解説！
・旅行会社やお客様からよくある66の質問【Ｑ＆Ａ】を項目別に掲載！
クレーム客をリピーターに変えて販売を拡大するツールとしても活用
できるマニュアルで、旅行業界の方々必携の1冊となっております！！　
クレーム対応の研修ツールに、各部署毎に一冊いかがでしょうか。

10部以上ご購入の方には、本誌内容を網羅したPOWER POINTデー
タをサービスいたします。社内研修・説明会等に是非ご活用ください。

【販売価格】 正会員：515円  協力・賛助会員：1,029円 
★JATAホームページ > 会員・旅行業のみなさまへ >右上「資料購入」からお申込いただけます★ 

　
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り
、お
客
様
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
な
く

て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
簡
単
に
ツ
ア
ー
の
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一方
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
予
約
か

ら
支
払
い
ま
で
を
完
結
す
る
こ
と
に
不
安
を
持
つ
方
も
ま
だ
ま

だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
希
望
の
ツ
ア
ー
を

見
つ
け
て
も
、申
込
み
は
店
頭
で
行
な
い
た
い
と
い
う
お
客
様
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
そ
ん
な
お
客
様
が
契
約
成
立
後
に
そ
の
旅
行
を
取
消

し
た
際
、旅
行
会
社
が
契
約
成
立
前
に
あ
ら
か
じ
め
取
引
条
件

説
明
書
面
を
交
付
し
な
か
っ
た
こ
と
は
契
約
違
反（
説
明
義
務
違

反
）で
あ
り
取
消
料
を
支
払
う
必
要
が
な
い
と
主
張
し
て
苦
情

に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　

私
は
あ
る
企
業
の
東
京
本
社
に
勤
め
て
お
り
、年
に
数
回
、名
古

屋
支
社
へ１
泊
２
日
で
出
張
し
て
い
ま
す
。い
ま
ま
で
は
駅
で
Ｊ
Ｒ

券
を
購
入
し
、電
話
で
常
宿
を
予
約
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
勤

務
先
か
ら
出
張
に
は
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
て

経
費
を
削
減
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
次
回
の
出

張
の
た
め
旅
行
会
社
を
訪
れ
、希
望
の
ツ
ア
ー
を
スマ
ー
ト
フ
ォン
画

面
で
担
当
者
に
見
せ
な
が
ら
列
車
と
ホ
テ
ル
を
予
約
し
、申
込
金

を
支
払
い
ま
し
た
。

　

旅
行
代
金（
残
金
）の
支
払
い
も
終
え
、Ｊ
Ｒ
券
と
宿
泊
券
は
す

で
に
受
け
取
って
い
た
の
で
す
が
、出
張
の
１
週
間
前
に
な
り
予
定

が
変
わっ
た
た
め
、列
車
を
変
更
し
よ
う
と
再
び
旅
行
会
社
を
訪

れ
ま
し
た
。い
ま
ま
で
の
経
験
か
ら
Ｊ
Ｒ
券
は
１
回
に
限
り
乗
車

変
更
で
き
る
と
思
って
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
担
当
者
は「
お
申
し

込
み
の
ツ
ア
ー
は
列
車
限
定
プ
ラ
ン
で
す
の
で
Ｊ
Ｒ
券
は
変
更
で

き
ま
せ
ん
。旅
行
代
金
の
30
％
を
取
消
料
と
し
て
い
た
だ
き
旅
行

全
体
を
キ
ャン
セ
ル
し
、新
た
に
予
約
を
取
り
直
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。」と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
ん
な
説
明
は
受
け
て
い
ま

せ
ん
。担
当
者
は「
申
込
金
を
お
支
払
いい
た
だ
い
た
際
に
お
渡
し

し
た
パ
ン
フ
レッ
ト
と『
旅
行
条
件
書
』に
書
い
て
あ
り
ま
す
。『
旅

行
条
件
書
』は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。」と
言
い
ま

す
。た
し
か
に
パンフ
レッ
ト
と「
旅
行
条
件
書
」な
る
書
面
は
申
込

金
を
支
払
っ
た
後
に
申
込
書
の
控
え
と一緒
に
受
け
取
って
お
り
、

内
容
を
確
認
す
る
と
そ
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
や
は
り
私
は
旅
行
代
金
の
30
％
を
支
払
わ
な
い
と
列
車
の
変
更

が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　

取
引
条
件
は
契
約
成
立
前
に
、取
消
料
に
つい
て
の
規
定
を
含
め

た一定
の
事
項
を
記
載
し
た
取
引
条
件
説
明
書
面（一般
的
に「
旅

行
条
件
書
」と
呼
ば
れ
る
書
面
）を
交
付
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
なって
い
ま
す
。（
旅
行
業
法
第
12
条
の
４
、旅
行
業

者
等
が
旅
行
者
と
締
結
す
る
契
約
等
に
関
す
る
規
則
第
３
条
）

　

今
回
の
お
客
様
は
パ
ンフ
レッ
ト
で
は
な
く
旅
行
会
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
希
望
の
ツ
ア
ー
を
見
つ
け
て
い
ま
す
が
、店
頭
で
申
込
み

を
し
て
申
込
金
を
支
払
い
旅
行
契
約
が
成
立
し
て
い
る
の
で
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
た
がって
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に

「
旅
行
条
件
書
」を
掲
載
し
て
い
た
と
し
て
も
、店
頭
で
契
約
成

立
前
に「
旅
行
条
件
書
」を
交
付
し
な
い
限
り
取
引
条
件
の
説
明

を
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

旅
行
業
法
が
契
約
成
立
前
の
説
明
、書
面
交
付
義
務
を
定
め

て
い
る
の
は
、お
客
様
が
旅
行
条
件
を
充
分
に
理
解
し
た
う
え
で

申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。旅
行
会

社
が
契
約
成
立
の
際（
申
込
金
収
受
の
際
）に
初
め
て
お
客
様
に
パ

ン
フ
レッ
ト
と「
旅
行
条
件
書
」を
渡
し
た
こ
と
は
、取
引
条
件
の

説
明（
旅
行
業
法
第
12
条
の
４
）を
せ
ず
に
形
式
的
に
書
面
の
交
付

（
同
法
第
12
条
の
５
）を
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
は
契
約
違
反（
説
明
義
務
違
反
）に
な
る
可
能
性
が
あ
る

ば
か
り
か
、お
客
様
が
そ
れ
を
主
張
し
て
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
は

取
消
料
を
収
受
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

●
補
足

　

旅
行
と
い
う
商
品
は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、服
を
買
う
と

き
の
よ
う
に
試
着
す
る（
試
す
）こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
そ
の
特

有
の
複
雑
さ
ゆ
え
、旅
行
業
法
は
書
面
で
の
説
明
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。だ
か
ら
と
いって
お
客
様
に
単
に「
旅
行
条
件
書
」を
渡
す

だ
け
で
は
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、店
頭
販
売
に
お

い
て
は
申
込
み
を
受
け
る
前
に
取
消
料
に
つい
て
の
規
定
な
ど
重

要
な
事
項
を
口
頭
で
説
明
し「
旅
行
条
件
書
」を
交
付
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
は
誰
で
も
契
約
成
立
前
に
容
易
に「
旅
行

条
件
書
」を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
掲
載
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
東
）



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士
　
三
浦
雅
生
）

第
43
回 
ｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ク

制
度
と
は

法務の窓口
　
ｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ク
（Electronic-T

ravel Business 
T
rust m

ark

、
電
子
旅
行
取
引
信
頼
マ
ー
ク
）
制
度
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
旅
行
取
引
の
普
及
と
消
費
者
の
信
頼
確

保
の
た
め
、
平
成
12
年
に
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
（
全
国
旅
行
業

協
会
）
に
よって
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
が
始
ま
って
約
15
年
を
経
て
、
当
初
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
は
拡
大
し
ま
し
た
。ｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ

マ
ー
ク
の
取
得
に
あ
た
り
必
要
と
さ
れ
る
旅
行
業
法
を
は
じ
め
と

す
る
法
令
、
通
達
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
を
行
う
以
上
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
ウェブ
取
引
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
中
で
も
肝
と
な
る

「
旅
行
の
ウェブ
取
引
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
とｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ

マ
ー
ク
制
度
に
つい
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

旅
行
の
ウェブ
取
引
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
を
利
用
す
る
旅
行
業
務
に
関
す
る
取

扱
に
つい
て
」（
通
達
：
平
成
19
年
12
月
17
日
付
国
総
観
事
業

第
２
８
９
号
）
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
定
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
「
旅
行
の
ウェブ
取
引
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平

成
26
年
7
月
改
訂
）
で
す
。
そ
こ
に
は
ウェブ
サ
イ
ト
上
で
取
引

を
す
る
際
の
ル
ー
ル
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
ウェブ
サ
イ
ト
上
で
取
引
を
す
る
営
業
所
（
取
扱
営
業
所
）

は
旅
行
業
の
登
録
を
受
け
た
営
業
所
で
あ
る
こ
と
。

②
広
告
は
旅
行
業
法
令
等
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
通
達
に
規
定

さ
れ
た
必
要
な
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

③
取
引
条
件
説
明
書
面
は
、
旅
行
業
法
令
や
旅
行
業
約
款
に

基
づ
き
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
取
引
条
件
説
明
書
面
・
契
約
書
面
を
電
磁
的
に
交
付
す
る
場

合
は
、
そ
の
こ
と
に
つい
て
承
諾
を
得
る
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
面
を
旅
行
者
が
印
刷

又
は
保
存
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
仕
様
と
なって
い
る
こ
と
。

⑤
旅
行
契
約
の
成
立
前
に
旅
行
者
が
入
力
内
容
を
確
認
で
き

る
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と
。

⑥
旅
行
取
引
に
関
す
る
苦
情
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
電
話
番

号
・
受
付
時
間
等
を
表
示
し
て
あ
る
こ
と
。

⑦
情
報
の
セ
キュリ
テ
ィ
ー
対
策
（
Ｓ
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
暗
号
化
な
ど

の
対
策
）
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

⑧
個
人
情
報
に
関
し
機
密
保
持
、
管
理
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

　

等
々
と
色
々
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
④
に
つい
て
は
、
対
面

販
売
等
で
行
わ
れ
る
取
引
と
異
な
り
ウェブ
サ
イ
ト
上
で
取
引
を

す
る
場
合
に
は
、
取
引
条
件
説
明
書
面
及
び
契
約
書
面
を
ウェブ

サ
イ
ト
上
で
電
磁
的
方
法
に
よ
り
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
こ
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
面
を
「
電
磁
的
方
法
に
よ
り

交
付
す
る
こ
と
」
に
つい
て
旅
行
者
の
承
諾
を
得
る
と
と
も
に
ウェ

ブ
ペ
ー
ジ
上
に
設
け
た
チェック
ボック
ス
等
に
よ
り
、
旅
行
者
が
印

刷
又
は
保
存
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
仕
様
に
な
って
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
標
準
旅
行
業
約
款
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
第

11
条
第
１
項)

。
時
折
、
取
引
条
件
説
明
書
面
の
記
載
内
容
を

保
存
・
確
認
す
る
機
能
も
な
く
、「
ウェブ
サ
イ
ト
への
表
示
を
もっ

て
、
取
引
条
件
説
明
書
面
を
交
付
し
た
も
の
と
い
た
し
ま
す
。」

と
し
て
い
る
ウェブ
サ
イ
ト
を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
。（
ウェブ
取
引
に
お
け
る
書
面
の
交
付
に
つい
て

は
、
法
務
の
窓
口
第
33
回
（
本
誌
２
０
１
５
年
７
月
号
掲
載
）
で

詳
し
く
ご
説
明
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
⑤
に
つい
て
は
、
旅
行
者
に
よ
る
契
約
内
容
の
誤
入
力

等
に
よ
る
申
込
操
作
防
止
の
た
め
、
旅
行
者
が
入
力
内
容
を
確

認
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
入
力
内
容
を
確
認
し
た
旨
の
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ック
す
る
な
ど
の
方
法
で
旅
行
者
が
了
承
し
た
場
合
に
限
り
、

契
約
又
は
予
約
が
成
立
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
⑧
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
、
取
引
に
利
用
す
る

サ
ー
バ
ー
な
ど
の
セ
キュリ
テ
ィ
ー
対
策
（
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
等
）

や
、
旅
行
者
が
旅
行
者
自
身
の
旅
行
申
込
状
況
等
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
よ
り
他
人
が
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
よ
う
措
置
す
る
等
、
ア
ク
セ
ス
管
理
が
必
要
で
す
。

ｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ク

　
ｅ
│
Ｔ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ク
は
、
前
述
の
要
件
を
全
て
満
た
し
た
旅
行

会
社
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク

の
使
用
期
間
は
２
年
間
（
７
月
１
日
か
ら
翌
々
年
６
月
末
ま
で
。

継
続
使
用
に
は
更
新
申
請
が
必
要
。
新
規
使
用
の
場
合
、毎
年
、

３
月
に
定
例
の
受
付
を
行
って
い
ま
す
。）
で
、
使
用
料
は
１
万

円
／
年
と
なって
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
〝
ハー
ド
ル
が
高
い
〞
と
も
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
のマ
ー
ク
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
機
会
に
自
社
の
ウェブ
サ
イ
ト
を
お
客
様
目
線
で
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
原
）



事務局
便り

7月11日 研修・試験委員会／本部
7月13日 教育小委員会/北海道支部
7月13日 総務委員会／関東支部
7月14日 幹事会・第1回定例会／東北支部
7月14日 総務委員会／関東支部
7月14日 消費者相談委員会／関西支部
7月15日 理事会・常任役員会／本部
7月20日 国内旅行委員会／関東支部
7月20日 総務・消費相談委員会／中部支部
7月20日 国際旅行委員会／九州支部
7月21日 訪日旅行推進委員会／本部
7月22日 空港委員会／中部支部
7月26日 海外旅行委員会／関東支部
7月26日 広報委員会／本部
7月27日 弁済業務委員会／本部
7月28日 海外旅行・国内旅行・インバウンドツーリ

ズム　合同委員会／関西支部
8月2日 海外旅行委員会/北海道支部
8月18日 幹事会／東北支部
8月24日 幹事会（役員会）／北海道支部
8月24日 海外旅行委員会／九州支部
8月25日 国際旅行委員会／九州支部
8月29日 訪日旅行委員会/北海道支部　

7月11日
～29日

第3回総合・国内旅程管理研修（東京・名古屋・大阪・那
覇）／研修・試験委員会

7月11日  「事業者を相手方とする受注型企画旅行契約約款（受注
型BtoB約款）」の個別認可申請説明会／中部支部

7月12日 エア－ズロック＆ハミルトン島セミナ－／九州支部
7月13日 フィジーセミナー／海外旅行推進委員会
7月13日 海外旅行セミナー㏌盛岡／東北支部
7月14日 愛知淑徳大学×JATA中部 連携シンポジウム／中部支部
7月15日 インバウンドセミナー／関東支部
7月15日 エア－ズロック＆ハミルトン島セミナ－／中部支部
7月16日 環境保全活動：海岸清掃活動（広島県　宮島）／中四国

支部
7月18日 環境保全活動／沖縄支部
7月20日 海外旅行セミナー㏌山形／東北支部
7月22日 受注型BtoB約款説明会/北海道支部
7月25日 苦情対応セミナーD（三浦弁護士苦情法務学習会名古屋

１）／業務改善委員会
7月26日 広報セミナー／広報委員会
7月27日 海外旅行セミナー㏌福島／東北支部
8月2日 タヒチセミナー／海外旅行推進委員会
8月23日 海外旅行セミナー（北見）/北海道支部
8月24日 海外旅行セミナー（旭川）/北海道支部
8月25日 苦情対応セミナーD（三浦弁護士苦情法務学習会名古屋

2）／業務改善委員会
8月25日 海外旅行セミナー（札幌）/北海道支部
8月29日 苦情対応セミナーD（三浦弁護士苦情法務学習会東京2）

／業務改善委員会

●JATA業務予定表  7月10日（日）～8月31日（水）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

5月の出入国者数（速報値）
出国日本人数は1.0％減　訪日外客数は過去最高水準に
日本政府観光局（JNTO）が6月15日に発表した速報値によると、今年5月に
おける出国日本人数は前年同月比1.0％減の125万人にとどまりました。出国日
本人数が前年同月比でマイナスを示したのは、3.7％減を記録した昨年12月以
来のこととなります。
それでも、今年1月から5月までの累計では、前年同期比3.1％増の663万2900
人となり、累計でのプラスを維持しています。
出国日本人数は、今年1月に前年同月比3.3％増を記録した後、2月が同5.9％
増、3月が1.1％増、4月が7.0％増と4カ月連続でプラスを示してきましたが、5月は4
カ月ぶりにマイナスにとどまる結果となりました。
一方、今年5月における訪日外客数は前年同月比15.3％増の189万3600人

となり、2カ月連続で200万人を突破した3月と4月の数字には及ばなかったもの
の、5月としては過去最高の水準に達しています。
4月に続いて中国が50万人を超えたのに加え、東南アジアや欧米豪市場から

の好調な訪日の動きが続いていることなどにより、全体としては2ケタ台の増加
を維持する形となりました。
一方、韓国市場については、4月に発生した熊本地震の影響を受けて、前年

同月比4.2％減を記録し、2014年6月以来のマイナスに陥っています。
JNTOでは、継続的な訪日プロモーションや航空路線の拡大、クルーズ船の

寄港増も、引き続き、訪日旅行者数の増加を後押しする要因となっている、と分

◆注１ : 出典：日本政府観光局(JNTO)」
◆注２ : 平成27年（2015年）1月～5月は暫定値、＊部分は推計値である。
◆注３ : 訪日外客数及び＊印の出国日本人数は法務省資料を基にJNTOが算出し、それ以外の出国日本人数は法務省資

料を転記した数値である。
◆注４ : 訪日外客とは、国籍に基づく法務省集計による外国人正規入国者から、日本を主たる居住国とする永住者等の外

国人を除き、これに外国人一時上陸客等を加えた入国外国人旅行者のことである。駐在員やその家族、留学生等
の入国者・再入国者は訪日外客に含まれる。

 なお、上記の訪日外客数には乗員上陸数は含まれない。

日本政府観光局（JNTO） 　　　　　　　　平成28年6月15日　（単位：人）

訪日外客数 出国日本人数
月 平成27年 平成28年 伸 率（％） 平成27年 平成28年 伸 率（％）

1 1,218,393 1,851,895 52.0 1,235,612 1,276,297 3.3

2 1,386,982 1,891,375 36.4 1,257,154 1,330,972 5.9

3 1,525,879 2,009,549 31.7 1,534,026 1,550,638 1.1

4 1,764,691 ＊2,081,800 ＊18.0 1,144,833 ＊1,225,000 ＊7.0

5 1,641,734
（1,411,626） ＊1,893,600 ＊15.3 1,262,103 ＊1,250,000 ＊－1.0

1～5 7,537,679 ＊9,728,200 ＊29.1 6,433,728 ＊6,632,900 ＊3.1

観光関係功労者表彰にJATA役員4氏
関東運輸局と沖縄総合事務局
　関東運輸局は6月13日、横浜市開港記念会館で陸運及び観光関係功労者表彰を行いました。
　今年度の観光部門における功労者表彰は、JATA会長を務める株式会社ジェイティービーの田川博己
代表取締役会長、JATA運営役員を務める株式会社かもめの阿部英壽代表取締役社長、JATA運営役
員を務める東日観光株式会社の米村道章代表取締役社長の3氏が受賞しています。
　また、沖縄総合事務局が5月16日に沖縄都ホテルで行った同表彰では、JATA理事を務める沖縄ツーリス
ト株式会社の東良和代表取締役会長が観光部門における功労者表彰を受賞しました。

かもめの阿部社長（左）と東日観光の米村社長

析しています。
重点20市場別では、インドが単月として過去最高を記録したほか、韓国、ロ

シアを除く17市場が5月として過去最高を記録しました。



　「
神
話
の
里
」で
知
ら
れ
る
宮
崎
県
高
千
穂

町
。同
町
と
日
之
影・五
ヶ
瀬・諸
塚・椎
葉
の
3
町

2
村
を
含
む「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
」が
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、地
域
の
生
業
や
風
土

に
根
差
し
た
魅
力
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
神
楽
な
ど
で
地
域
が
結
束

　
宮
崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る「
高
千
穂
郷・

椎
葉
山
地
域
」は
昨
年
12
月
、国
連
食
糧
農
業

機
関（
F
A
O
）本
部
で
開
催
さ
れ
た
世
界
農

業
遺
産（
G
I
A
H
S
）運
営・科
学
合
同
委

員
会
で
、G
I
A
H
S
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

G
I
A
H
S
は
、伝
統
的
な
農
業・農
法
と
そ
れ

に
よって
育
ま
れ
た
文
化
や
土
地
景
観
、生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
世
界
的
に
重
要
な
地
域
を
、そ
れ

ら
の
保
全
と
持
続
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、F
A
O
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
標
高
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
険
し
い
山
間
地
で
あ
る
高
千
穂
郷・椎
葉
山
地

域
は
、日
本
神
話
で
建
国
の
祖
が
降
臨
し
た
と
言

わ
れ
、様
々
な
神
話
が
息
づ
く
と
同
時
に
、地
域
の

人
々
が
自
然
を
敬
い
、自
然
と
調
和
し
な
が
ら
農

林
業
で
生
計
を
立
て
て
き
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
農
政
水
産
部
農
政
企
画
課
に
よ
る
と
、

今
回
の
G
I
A
H
S
認
定
は
、「
多
く
の
農
家
で

森
林
の
恵
み
を
生
か
し
農
林
業
複
合
経
営
が
営

ま
れ
て
き
た
」の
に
加
え
、「
共
同
作
業
を
通
じ
て

養
わ
れ
た
強
力
な
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
も
、伝
統
文

化
で
あ
る
神
楽
や
自
治
公
民
館
な
ど
で
結
束
を

強
め
、地
域
改
善
活
動
と
森
林
の
保
全
管
理
を

行って
循
環
シ
ス
テ
ム
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
」（
新
農

業
戦
略
室
）こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

伝
統
的
な
焼
畑
農
法
も「
観
光
資
源
」に

　
高
千
穂
郷・椎
葉
山
地
域
は
、「
日
本
神
話
ゆ

か
り
の
地
」と
言
わ
れ
る
高
千
穂
町
に
、天
岩

戸
、天
安
河
原
、く
し
ふ
る
の
峰
な
ど
神
話
の
舞

台
と
伝
え
ら
れ
る
地
と
神
々
を
祀
る
神
社
が

数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、宮
崎
県
で
は
最

も
入
込
客
数
が
多
い
人
気
エ
リ
ア
で
す
が
、同

県
観
光
経
済
交
流
局
観
光
推
進
課
に
よ
る
と
、

「
阿
蘇
方
面
へ
向
か
う
途
中
に
立
ち
寄
る
通
過

型
の
観
光
地
に
と
ど
ま
って
い
る
」（
誘
致
企
画・

M
I
C
E
担
当
）た
め
、滞
在
時
間
の
拡
大
や

回
遊
性
の
向
上
な
ど
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
今
回
の
G
I
A
H
S
認
定
に
よ
り
、日
本
で

唯
一の
自
然
と
調
和
し
た
伝
統
的
な
農
法
で
あ

る
焼
畑
が
継
続
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
評
価

さ
れ
、全
国
に
先
駆
け
た
農
家
民
宿
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、地
元
の
生
業
や
風
土
を
活
か
し
た

「
観
光
資
源
」が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、〝
神
話

の
里
〞だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
魅
力
を
通
じ
た

誘
客
拡
大
への
期
待
も
高
ま
って
き
ま
し
た
。

　
同
県
観
光
推
進
課
で
は
、「
人
材
育
成
や
お

も
て
な
し
の
強
化
と
と
も
に
、高
千
穂
郷・椎
葉

山
地
域
の『
新
た
な
魅
力
』を
ブ
ラ
ッ
シュア
ッ
プ

し
て
、旅
行
会
社
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
提
案
を

行
って
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

宮崎県（高千穂郷・椎葉山地域）

約1900年前に創建された高千穂郷
八十八社の総社・高千穂神社

神話と伝説の町「高千穂」を象徴する伝
統芸能の神楽

棚田などを潤す山腹水路網の総延長は500キ
ロに及びます

椎葉村では縄文時代からの伝統的な焼畑農法
が続いています

天孫降臨の地といわれる二上山のある
高千穂町押方地区

「
神
話
の
里
」に
と
ど
ま
ら
な
い
魅
力
を
提
案

世
界
農
業
遺
産
認
定
で
注
目
さ
れ
る
地
域
の
生
業

素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）



中国・歴史文化名街10街区

１
０
０
万
票
を
超
え
る
投
票
で

　

街
区
を
選
定　

　

中
国
で
は
、国
家
文
物
局
と
文

化
省
の
機
関
誌『
中
国
文
化
報
』

が
2
0
0
8
年
か
ら
、国
内
の
約

2
0
0
街
区
の
状
況
を
調
査
し

て
歴
史
文
化
街
区
保
護
へ
の
理

解
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、保

護
す
べ
き
街
区
を
一
般
に
募
っ
て
、

1
0
0
万
票
を
超
え
る
投
票
の
中

か
ら「
中
国
歴
史
文
化
名
街
」と
し

て
10
の
街
区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
定
に
当
た
っ
て
は
、⑴
歴
史
的

に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
り
、重

要
な
歴
史
的
事
件
が
起
き
た
り
し

た
場
所
で
あ
る
こ
と
、⑵
文
化
的
特

徴
も
豊
か
で
、現
在
ま
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
、⑶
文
物
や
旧
跡
、歴

史
的
遺
構
が
残
さ
れ
て
お
り
、一
定

の
規
模
で
伝
統
的
な
町
並
み
や
歴

史
的
景
観
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
、⑷
当
該
街
区
が
繁
栄
し

た
当
時
の
社
会
的
機
能
や
経
済・文

化
面
で
の
活
力
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
、な
ど
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
が
、北

京
市
の
国
子
監
街
、山
西
省
平
遥

県
の
南
大
街
、黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン

市
の
中
央
大
街
、江
蘇
省
蘇
州
市
の

平
江
路
、安
徽
省
黄
山
市
の
屯
渓

老
街
、福
建
省
福
州
市
の
三
坊
七

巷
、山
東
省
青
島
市
の
八
大
関
、山

東
省
青
州
市
の
昭
徳
古
街
、海
南

省
海
口
市
の
騎
楼
老
街
、チ
ベッ
ト

自
治
区
ラ
サ
市
の
八
廓
街
の
10
街

区
で
す
。

後
世
に
残
す
べ
き
町
並
み
や
歴

史
的
景
観

　

こ
う
し
た「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」選
定
の
背
景
に
は
、中
国
経
済

の
成
長
に
伴
っ
て
国
内
旅
行
市
場

の
拡
大
や
成
熟
が
進
み
、旅
行
文

化
の
進
展
に
よ
っ
て「
後
世
に
残
す

べ
き
町
並
み
や
歴
史
的
景
観
」へ
の

意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
発
展
し
た
都
市
部
の

近
代
化
は
、中
国
の
古
い
町
並
み

を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、日
本
人
旅
行
者
の
間
で
も「
近

代
化
さ
れ
た
中
国
の
都
市
は
何
処

へ
行
っ
て
も
同
じ
」と
い
う
印
象
を

強
め
る
結
果
も
招
い
て
き
ま
し
た

が
、「
中
国
歴
史
文
化
名
街
」選
定

の
動
き
は
、そ
う
し
た
印
象
を
払

拭
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

中
国
経
済
の
発
展
と
中
間
層
の

増
加
は
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
お
け
る
中
国
人
旅
行
者
や
旅

行
消
費
の
拡
大
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、同
時

に
、日
本
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
と
っ
て
も
、「
中
国
歴
史
文
化
名

街
」と
い
う
形
で
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョン
と
し
て
の
中
国
の
多
様
な
魅

力
を
引
き
出
し
、旅
行
商
品
の
付

加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
高
め
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代

表
処
の
羅
玉
泉
首
席
代
表
は
、今

年
3
月
に
開
催
さ
れ
た「
中
国

旅
行
復
活
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
、

政
府
が
認
定
す
る
5
つ
星
評
価
の

「
国
家
5
A
登
録
」の
観
光
資
源

も
2
0
1
4
年
現
在
で
1
8
6

カ
所
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
、「
都
市
や
農
村
部
、田
舎

に
い
た
る
ま
で
、中
国
の
国
内
旅
行

者
だ
け
で
な
く
、外
国
人
旅
行
者

も
視
野
に
入
れ
た
受
入
体
制
作
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
」こ
と
を
強
調

ハルビン・中央大街（黒竜江省）
ロシア統治時代の街並みが残り、まさに「東洋のパリ」を感じさせてくれます

蘇州・平江路（江蘇省）
運河沿いには古民居を改装したカフェも多く、のんびりとし
たひと時が楽しめます

北京・国子監街（北京直轄市）
元代の13世紀初頭に建てられた最高学府などが置かれ、約
700年間に及び伝統文化の粋を体現

ハルビン・中央大街（黒竜江省）
「芸術回廊」とも称され、歴史的な名建築が軒を連ねます。写真は旧モル
デンホテル。

活
用
し
た
い
中
国
旅
行
新
時
代
の
観
光
素
材

歴
史
的
町
並
み
を
保
護
し
多
様
な
魅
力
引
き
出
す

広 告素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
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し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
開
発
の
新
た
な
テ
ー
マ
に

　

中
国
国
内
で
は
現
在
、交
通
網

や
宿
泊
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
は
じ
め
、中
国
全
土
の
3
万

カ
所
に
清
潔
な
ト
イ
レ
を
作
る

「
ト
イ
レ
革
命
」の
取
り
組
み
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、中
国
国
家
観

光
局
は「
全
域
旅
行
」「
全

域
観
光
」を
全
国
で
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　

中
国
が
国
を
挙
げ
て
観

光
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
中
、「
中
国
歴
史
文

化
名
街
」の
展
開
は
、中
国

国
内
の
世
界
自
然
遺
産
や

北
京・上
海
を
は
じ
め
中
国

観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
の
組

み
合
わ
せ
も
含
め
て
、中
国

ツ
ア
ー
の
開
発
・
企
画
を
行

う
上
で
、新
た
な
テ
ー
マ
や

切
り
口
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
そ
う

で
す
。

　

例
え
ば
、「
中
国
歴
史
文

化
名
街
」10
街
区
の
一つ
に

選
ば
れ
た
福
建
省
福
州
市
の

「
三
坊
七
巷
」は
、明
・
清
代

の
里
坊
制
度
が
そ
の
ま
ま

残
る「
生
き
た
歴
史
の
博
物

館
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
北
6
0
0
メ
ー
ト
ル・

東
西
8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
が

明・清
代
の
古
民
家
に
よ
っ
て
埋
め

尽
く
さ
れ
、中
央
の
南
后
街
か
ら

西
側
に
3
つ
の
坊
と
東
側
に
7
つ
の

巷
が
奥
へ
と
延
び
て
、小
さ
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
高
級
感
の
漂
う
茶
店
が

並
ん
で
お
り
、訪
れ
る
人
々
に
中
国

の
新
し
い
魅
力
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
貴
重
な
存
在
と
言
え
ま
す
。

　

海
外
旅
行
の
復
活
に
は
、中
国
へ

の
旅
行
需
要
喚
起
が
不
可
欠
と
言

わ
れ
る
中
、中
国
旅
行
新
時
代
へ
の

観
光
素
材
と
し
て「
歴
史
文
化
名

街
」を
活
用
し
た
積
極
的
な
商
品

開
発
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

黄山・屯渓老街（安徽省）
石畳の道沿いに徽州式建築の商店が軒を連ねる約1.3キロに及ぶ街区
は今も人気のエリアです

ラサ・八廓街（チベット自治区）
旧市街の中心部で大昭寺を囲むようにつくられたラサ市唯一の商店街で
す。伝統的な住居や建物が昔のままに保存されています。

福州・三坊七巷（福建省）
明・清代の里坊制度がそのまま残されている「生きた歴史の博物館」です福州・三坊七巷（福建省）

中央の南后街から延びる坊と巷の道沿いには、小さなギャラリーや高級感
溢れる茶店も

青州・昭徳古街（山東省）
シルクロード交易の商人が往来した街区には、イスラム寺院やキリ
スト教の教会もあります

平遥・南大街（山西省）
全長6.4キロの城壁に囲まれた平遥古城の中心から南北に街を貫
き、楼閣も聳えています

中国国家観光局 駐日本代表処




